
徳永英二助手.法政大の三井嘉都雄教授か長期滞在され,今も筑波大の田口氏が滞在中と開いている｡

日本からの研究者の滞在がひき続 くきっかけと覆ったのが.私の偶然からだったよう夜気もしている.

余 り雨の降 らなかった昨秋.教授の日本訪問の結果は,多くの人々の協力で充分御腕足のゆくものと在っ

た｡私は教授御夫妻を自分の車で,箱根,富士,甲府 と二泊三日の間御案内した｡秋晴れの富士の五

合目付近の自然の姿には特に感動された様子であった.これでスウェーデンでお世話に在った御恩に

い くらかでも報いることができたのではをいかと思った.学問や研究の世界でも,その根底には^の

交流や人間関係の融和が必要夜のだとつ くづく思われる｡ (1978年 1月 15日)

女 性 と 新 聞

井 内 昇

或るサラ1)-マン一年生とその母親 との対話o

｢女性が電車の中で新聞を読むのを見てどう思 う?｣

｢道を歩いていて.二階の窓か ら見下ろしている犬と視線が合った時の気分になるよ｣

｢それ.どういう意味なの?｣

｢つまり,生意気だな.という感 じさ｣

これは昨年の秋頃,朝日新聞に載っていた, ｢女が電車で新聞を読むと｣と題 した′｣＼さを投稿記事

の一節である｡

この筆者(50才前後の婦人 )は,最近は女性の市民運動-の参加 も活潜に在り,意識 もかなり違

ってきたと思われるのに,車内で新開を読んでいるのは男だけ,という風景が 10年前と変ら覆いの

は.20代の若い男でさえこのような見方をしていることからもわかるように,男性上位の意識がな

お社会的に根強 く残っていて.そのような社会環境の中で女性が車内で新開を拡げろにはか覆り抵抗

があるため.と解釈 している｡ しかし,筆者はまた,その背景 として,一日のうちで新聞に要する平

均時間が女は男よb少をV),という事実を挙げ.これは女の関心が家族や衣食住に向け られ,社会-の

関心がうすいからでは覆いか,という疑問 も投げかけている.

車内で新聞を読むことが適当かどうかは別として,この記事は私の興味をひいた. というのは.最

近の女子学生諸君はあまり新開を読まないのではないだろうか ? もしそうならそれは何故たろうか?

と疑問VC思っていたからである｡

世はまさに情報の洪水の時代である｡ テレビ,ラジオ.その他マスメディアにはこと欠か覆いが,

それ らの中で一番賞が高く,しかも新 しい情報をとどけて くれる媒体として,現在,新聞に勝るもの

は無いであろうJ新聞といえば,米国の元大統領アイゼン-ウァ-は,在任中, 1週間 vC N･Y･タ

イムズ日曜版を眺めるだけであったが,次のケネディは速読術を身につけ.毎日2 0億近い新聞に目

を通 していたという. 日本には.スポーツ記事しか読ま覆い,と公言した総理大臣が居たが,日速の

政治の程度が低い一因はその辺にあるのかも知れないo

前にも書いたが(17号 ),私は社会科学の領域を学ぶ学徒は,基礎的な学術書や古典を精読する
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一方,現実の社会に生起するもろもろの事象に も絶えず 目を向け る必要があると考えている.^文地

理学 も社会科学 としての一面を持つ と考えれば,全 く同 じことがいえるだろう｡ だか ら.新開の中に

関連テーマがあれば,客観的 を資料であれ .解説 ･分析記事であれ,授業で教材の一部 として利用す

ることにしている｡ ところが,学生諸君はそれ らの資料 .記事が出ていたことを余 り知 らない ようで.

聞いてみるとその日の新聞を読んで来た学生は極めて少 をVlのであるO

別に電車の中で読むことを奨めるつ もりは覆い し.忙 しい登校前に無理 して読むに も及ぼ覆いであ

ろ う｡ しかし,この地球の上で人 々が何を考え,どのように行動 し.それ らによって社会が現在 どの

ようを問題を抱えているのか,を正 しくとらえるためにも,新聞を是非毎 日読んでもらいたいと思 っ

ている｡そのことが,間接的に地理学の学習-の興味をよぴあこし,その奥行を深めることにもつ 夜

が るのではなかろうか｡

同 窓
∠ゝ
:Z言

内 藤 博 夫

八月の初めだったと思 うが高校時代の友人で.中′J､企業の経営者と在っているT君から電話がかか

ってきた｡来年の 3月で高校を卒業 してから満 20年に覆るので.それを記念 して同窓会を開 きたい.

つV,ては幹事の 1人に覆って くれ 覆いか,というのである｡ 20閏年 と聞いてシ ョックであったが,

昭和 33年卒であるから53年 3月に覆れば確かに満 20年が経過 した ことに覆る｡ T君から同窓会

の開催に協力 してほ しいと頼まれたときは.率直にいって大変なことに 在るなと思った｡ しか し旧友

と再会することの意義は理解できたので引受けることにした｡以来.幹事の集 Dは5回はどもたれた.

主 覆顔ぶれはT君のほかに運輸省勤務のA君 .銀行マンのS君 ,商社員のN君,科学機器メーカーに
務めているKさん らであった.Jl-ティ-の日時は 53年 1月 15日の 1時か らときまった｡会場は

母校所在地 .立川市のあるホテルのホールを借 りることに夜っプら 形式は同期会として行をうことVCなっ

たので.対象者は約 400人 (男子 300人 .女子 100人 ) で ある. 最初 に受 持 った仕事 は パ ー

テ ィを予告 す る手紙の印刷とその印刷物を高校の同窓会担当の先生の もとに届けることであった｡

印刷物ができ｣が ったので , 9月の初めに久 しぶ りに母校を訪ねた｡久 しぶ りといって も,多分卒業後

は じめて訪ねた ことになるのだと思 う｡毎 日のように中央線で通勤 していたがら.立川は通過するば

か りであった｡大学生を相手に している日常のためか,構内で 目にふれた高校生の表情がいかにもあ

どけ 覆く思われた｡

い よいよ1月 15日と覆った. この目はいうまで もなく成人の 日である.我々が卒業 した年に生 ま

れた赤ん坊はこの日に成人式を迎えたのである｡ 10年ひと昔とい うが.ふた昔がす ぎてしまったわ

けだ｡当 日はN君 らと受付 け をつ とめる ことに覆った｡開会の時刻が近づ くにつれて.少 し大げ

さにいえば全国か ら同期生が続 々と集まってきた｡受付けにV,れば どうして も多 くの旧友とあいさつ

をかわす ことになる.会費の徴収はそっちのけで話 し込んで しまう場面が しばしばあった. 何 しろ

2 0年ぶ りである｡ 男子 も女子もずいぶん変った｡貫寿のついた人もいれば高校生のときとほとん ど
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